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1――回復に向かうグローバル M&Aマーケット 

新型コロナウイルスの流行の影響を受けて、世界のＭ＆Ａ取引は一時急減した。米事務機器大手ゼ

ロックスによる米パソコン・プリンター大手ＨＰの買収の中止、米インターコンチネンタル取引所（Ｉ

ＣＥ）による電子商取引（ＥＣ）大手イーベイ買収の中止など、大型の企業買収案件が相次いで中止

したことなどから、2020年 4-6月期の世界のＭ＆Ａ取引は急減した。 

しかし、その後世界のグローバルＭ＆Ａマーケットは急速に回復に向かった。9 月の世界のＭ＆Ａ

取引金額は 5183億米ドルと、新型コロナウイルス流行以前のピークである 2019年 11月の 4779億米

ドルを上回る水準に達している(図表１)。金融緩和により買収のための資金調達を行いやすい環境と

なっていることに加え、業績の悪化により事業の売却を行う企業が出ていることが背景となっている。

世界のＭ＆Ａ取引や業界再編が活発化している。本稿では、世界のＭ＆Ａ取引の現状について見てい

きたい。 

図表１ グローバル M&Aの取引件数・金額(月次)の推移 
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(注) 期間:2005年 1月～2020年 9月   
(出所) Bloombergのデータをもとにニッセイ基礎研究所作成 
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2――コロナ禍による危機が促す業界再編 

グローバルＭ＆Ａ取引の推移についてその内訳を見てみたい。2020 年 4-6 月期から 2020 年 7-9期

のグローバルＭ＆Ａの取引金額の変化を地域別に見ると、北米が 2198億米ドルから 5922億米ドルに

増加、欧州が 1000億米ドルから 2373億米ドルに増加、アジア太平洋が 1518億米ドルから 2819億米

ドルに増加、中南米が 65 億米ドルから 238億米ドルに増加、中東・アフリカが 91億米ドルから 151

億米ドルに増加と各地域で増加していることが分かる(図表２)。特に減少していた北米地域のＭ＆Ａ

の取引が復調している。 

図表２ 世界のＭ＆Ａ取引金額の地域別の変化(2020年 7-9月期・2020年 4-6月期) 

 

 

次に、2020年 7-9月期に公表された主要なＭ＆Ａ取引について見ていきたい。図表３は 2020年 7-9

月期に発表された取引金額上位のＭ＆Ａ取引を示している。それぞれの案件について、見ていきたい。 

これを見ると、石油・ガス関連や小売などで同業他社を買収する取引が行われている。日本の小売

大手セブン＆アイ・ホールディングスは米国の小売大手 Speedway（スピードウェイ）の買収を発表し

た。Speedwayはコンビニ併設型ガソリンスタンドを主な事業としている。米コンビニ市場第１位の米

セブンイレブンが業界第３位の Speedwayを買収することで、北米市場での米セブンイレブンのシェア

は拡大する。 

セブン＆アイ・ホールディングスの井阪隆一社長は会見で、寡占化が進んだ日本市場とは異なり、

米国市場は寡占度の低い成長市場であり、買収は同社が「大きなグローバルリテーラーになるための

一歩を踏み出す歴史的な瞬間になる」とコメントしている1。 

この他、英 Independent Oil & Gasによる英 Deltic Energy買収、米 Chevronによる米 Noble Energy 

買収といった石油・ガス関連企業による同業他社の買収が発表されている。また、米国の電力会社

Nextera Energyによる米国の同業 Duke Energyの買収が発表されている。 

企業による事業の選択と集中で事業ポートフォリオの見直しが行われる一方で、同業他社を買収し、

シェア拡大、業界内の地位を強化する動きが見られる。 

 
1 Bloomberg 「７＆ｉＨＤが過去最大の買収、米コンビニを 2.2 兆円で―株価急落」 2020 年 8 月 3 日

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2020-08-02/QEGHYFDWRGG201 
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https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2020-08-02/QEGHYFDWRGG201
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図表３ 2020年 7-9期の主な M&A公表案件 

 

 

 

 

 

また、同業他社の買収だけでなく、高い成長の見込まれる企業や有望な技術を持つ企業の買収が行

われている。米国の半導体開発・販売大手 NVIDIAはソフトバンクグループが保有する半導体設計大手

ARM の株式を買収すると発表した。ソフトバンクグループは投資事業の不振などから、投資先である

ARMや子会社のソフトバンクなどの株式を売却している。 

様々なものにセンサなどを搭載し制御する IOT(Internet of Things)が注目されており、半導体の

用途が広がると考えられている。このような中で、半導体設計分野で高い技術とシェアを持つ ARMの

重要性が増している。NVIDIAは、今回の買収に関してプレスリリースで「NVIDIAは ARMの英国におけ

る R&Dを拡充し、ヘルスケア、ロボティクス、自律走行車などの領域でイノベーションの基盤を築き、

産業パートナーシップを生み出します。」としている2。 

米遠隔医療（テレヘルス）サービス大手の Teladoc Health(テラドック・ヘルス)は同業の Livongo 

Health(リヴォンゴ・ヘルス)を買収すると発表した。Livongo Healthでは、高血圧や糖尿病などの慢

性疾患に関するデータを患者自身が簡単に計測できる機器を提供している(図表 4)。そして、計測さ

れたデータをもとにインターネットを通じて医療従事者からのアドバイスを患者に提供するサービス

を行っている。 

Livongo Healthのサービスは、将来的に高い医療費が発生するリスクを抑制したい企業や労働組合

などから採用され、売上を拡大している。 

 

新型コロナウイルスの流行による外出制限により、医師の診察を受けられない人が増加し、オンラ

イン診療の需要が増加している。このような中で、Teladoc Healthのトゥルマン会長は同社のバーチ

 
2エヌビディアコーポレーション 「NVIDIA、Arm を 400 億⽶ドルで買収 AI の時代に世界をリードするコンピューティン

グカンパニーへ」

https://www.nvidia.com/ja-jp/about-nvidia/press-releases/2020/nvidia-to-acquire-arm-for-40-billion-creating-worlds-pre

mier-computing-company-for-the-age-of-ai/ 

取引金額

社名 所在国 業種 社名 所在国 業種 (億米ドル)

1 2020/9/29 Duke Energy CORP 米国 電気 Nextera Energy INC 米国 電気 1323

2 2020/9/29 NTTドコモ 日本 通信 日本電信電話 日本 通信 403

3 2020/9/13 ARM Ltd 英国 半導体 NVIDIA CORP 米国 半導体 344

4 2020/7/31 Kansas City Southern 米国 交通 Blackstone他 米国 投資 228

5 2020/8/30 Suez フランス 水道・水処理 Veolia Environnment フランス 水道・水処理 210

6 2020/8/2 Speedway LLC 米国 小売 ｾﾌﾞﾝ&ｱｲ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 日本 小売 210

7 2020/7/13 Maxim Integrated 米国 半導体 Analog Devices 米国 半導体 198

8 2020/9/13 Immonomedics INC 米国 バイオテクノロジー Gilead Sciences INC 米国 バイオテクノロジー 194

9 2020/8/2 Varian Medical Systems INC 米国 医療機器メーカー Siemens Healthineers AG ドイツ 医療機器メーカー 162

10 2020/9/23 United Shore Financial Services LLC 米国 総合金融 Gores Holdings IV Inc 米国 複合業種 159

11 2020/8/5 Livongo Hhealth INC 米国 バイオテクノロジー Teladoc Health INC 米国 ヘルスケア 152

12 2020/8/21 日本ペイントホールディングス 日本 化学 Wuthelam シンガポール 化学 137

13 2020/9/11 Deltic Energy PLC 英国 石油・ガス Independent Oil & Gas 英国 石油・ガス 129

14 2020/7/20 Noble Energy INC 米国 石油・ガス Chevron CORP 米国 石油・ガス 127

15 2020/8/6 Ellie Mae INC 米国 総合金融 Intercontinental Exchange 米国 総合金融 110

16 2020/7/5 Dominion Energy Questar Pipeline LLC他 米国 石油・ガス Berkshire Hathaway INC 米国 保険 97

17 2020/9/17 Covestro AG ドイツ 化学 Apollo Global Management 米国 プライベートエクイティ 97

18 2020/7/21 Classifieds business/Ebay Inc 米国 インターネット関連 Adevinta ASA ノルウェー インターネット関連 92

19 2020/8/6 GCI Liberty INC 米国 通信 Liberty Broadband 米国 メディア 91

20 2020/9/21 Grail INC 米国 バイオテクノロジー Illumina INC 米国 バイオテクノロジー 80

順位 発表日
被買収企業 買収企業

(注) 期間:2020年 7月～2020年 9月 
     業種分類は Bloomberg産業グループに基づく 
(出所) Bloombergのデータをもとにニッセイ基礎研究所作成 

https://www.nvidia.com/ja-jp/about-nvidia/press-releases/2020/nvidia-to-acquire-arm-for-40-billion-creating-worlds-premier-computing-company-for-the-age-of-ai/
https://www.nvidia.com/ja-jp/about-nvidia/press-releases/2020/nvidia-to-acquire-arm-for-40-billion-creating-worlds-premier-computing-company-for-the-age-of-ai/
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ャル医療プラットフォームにLivongo Healthの慢性疾患のモニタリングを加えることでサービスを拡

充していくとしている。将来的に、オンライン診療でも、より充実した医療を受けられるかもしれな

い。 

図表４ Livongo Healthの血糖値モニター装置 

 

 

この他、世界的大手投資ファンド Blackstoneなどによる Kansas City Southern買収や米投資ファ

ンド Apolloによるドイツの化学品メーカーCovestro AG買収など、投資ファンドによる買収が行われ

ている。 

近年、低金利環境の長期化により、プライベートエクイティファンドなどでは、投資家から資金を

募集したものの、実際に企業へ投資されていない待機資金が増加していた。コロナ禍による業績悪化

で苦しむ企業による事業売却の増加は、こうした待機資金を投資する機会となっている。 

コロナ禍による経済の低迷より、事業の売り手が増加している。その一方で、一部の企業は将来を

見据えて、買収によるシェア拡大や成長領域への進出などを目指すＭ＆Ａ取引を行っている。新型コ

ロナウイルスによる危機を成長の機会としていることが分かる。 

 

3――まとめ 

本稿では、直近のグローバルＭ＆Ａマーケットの動向とその背景について説明した。2020年 7-9月

期のグローバルＭ＆Ａマーケットは急速に回復し、Ｍ＆Ａ取引金額は新型コロナウイルスの流行以前

を上回る水準に達した。これは、金融緩和により買収のための資金調達を行いやすい環境となってい

ることに加え、業績の悪化により事業の売却を行う企業が出ていることが背景となっている。 

その一方で、シェア拡大や成長領域への進出など、長期的な展望を見据えコロナ禍を好機として買

収を行っている企業も見られる。コロナ禍による事業環境の変化が加速した場合、業界再編がさらに

進む可能性もある。活発化するグローバルＭ＆Ａマーケットの動向に引き続き注目していきたい。 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提供が目的で

あり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

(出所) Livongo Health 


